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平成18年第 1回 臨時会は、地震 ・雨水被害復旧への早期対応の必要性から5月

9日 (火)に 一日の会期で行われました。

今回の議会では、4月 21日の地震による大仁武道館天丼崩落の改修工事 ・韮山

し尿処理場施設復旧工事の補正予算、専決処分 2件 をはじめ、正副議長辞職に伴

う選挙が行なわれ、議長に水口哲雄 (みなくち てつお)氏、

副議長に板垣紀夫 (ぃたがき としお)氏が就任しました。

議 長

水 口 哲 雄

副議長

板 垣 紀 夫

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

輩戯
　
長

水

口

折

伊
豆
の
国
市
が
誕
生
し
て
早
く
も
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
合
併
の
真
価
が
問
わ
れ
る
大

事
な
時
期
に
、
議
会
運
営
を
任
さ
れ
る
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

「自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力
あ
る
温
泉
健
康
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
旧
町
の
時
代
よ
り
良
く
な

っ
た
面
、
多
少
不
便
に
な

っ
た
面
な
ど
様
々

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ト
ー
タ
ル
で
や
は
り
合
併
し
て
良
か

っ
た
と
言

っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
行
政
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
い
く
所
存
で
す
。
も
ち
ろ
ん
議
会
と
行
政
は
そ

の
立
場
が
違
い
ま
す
。
お
互
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
正
す
と
こ
ろ
は
正
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
目
指
す
所
は

一
つ
で
、
市
の
発
展
、
市
民
生
活
の
向
上
で
あ
り
ま
す
。
本

来
の
市
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
つ
つ
、
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
施
策
に
反
映
し
、

ま
た
議
会
自
身
で
情
報
を
発
信
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

雄
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平成18年第 2回 定例会は、 6月 13日から30日までの18日間にわたり開催され

ました。

今回の議会では、平成18年度一般会計補正予算 1件、特別会計補正予算 5件 、

条例制定改正 5件 、指定管理者の指定 1件、その他 1件、意見書 1件等が上程さ

れ、審議の結果すべてが原案通り可決しました。

地方税法の改正により公的年金等控除が引き下げられたため、65歳以上の人で年金収入の

みの人は、昨年と収入が同じでも国民健康保険税が増額になる場合があります。

また国民健康保険税に含まれる介護保険料 (40歳から64歳までの第 2号 被保険者)の 課税

限度額が 8万 円から9万 円に改正されました。

地方自治法の改正により、公共施設の管理を民間事業者等にも委ねることが出来る 「指定

管理者制度」が導入されました。

これまでに福祉施設、文化施設、防災センターなどの公共施設を、社会福祉協議会等外部

団体に管理を委託 してきました。法改正に伴い、本年 4月 より、公共施設 11箇所に指定管理

者制度が導入されました。

1   
…

1

公 の 施 設 の 名 称 指定管理者となる団体の名称 公 の 施 設 の 名 称 指定管理者となる団体の名称

伊豆の国市心身障害者

小規模授産所もくせい苑
社会福祉法人春風会 伊豆の国市御門防災センター 御門区

田方精神障害者授産所 ・

田方精神障害者地域生活支援センター 財団法人復康会 伊豆の国市中島防災センター 中島区

伊豆の国市長岡シニアプラザ 社団法人伊豆の国市シルバー人材センター 伊豆の国市江間防災センター 江間地区区長会

伊豆の国市韮山交流センター 社団法人伊豆の国市シルバー人材センター 伊豆の国市韮山生涯学習センター 奈古谷区

伊豆の国市大仁いきいきシニアセンター 社団法人伊豆の国市シルバー人材センター 伊豆の国市韮山福祉センター 社会福祉法人伊豆の国市

社会福祉協議会

伊豆の国市まごころ市場 株式会社大仁まごころ市場 伊豆の国市長岡温水プール (9月 公募予定)
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議員の問いと

行政の答え

伊
豆
の
国
市
の
玄
間
、

伊
豆
長
岡
駅
周
辺
の

活
性
化
策
に
つ
い
て

柳
沢
秀
次

伊
豆
長
岡
駅
前
の
周
辺
は

下
駄
マ
ラ
ソ
ン
の
ア
ン
ケ

「新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
で
伊
豆

長
岡
駅
か
ら
伊
豆
の
国
市
庁
舎
ま

で
の
、
県
道
の
改
良
が
重
要
と
位

置
づ
け
、
静
岡
県
知
事
に
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

伊
豆
長
岡
駅
周
辺
の
整
備
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
伊
豆
の
国
市

に
於
け
る
鉄
道
の
玄
関
口
で
あ
る

と
い
う
位
置
づ
け
を
十
分
に
踏
ま

え
、
今
後
そ
の
検
討
方
法
や
財
政

状
況
を
考
え
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

構
築
し
て
行
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

駅
周
辺
の
整
備
構
想
で
、
ロ
ー

タ
リ
ー
と
独
身
寮
の
所
有
者
で
あ

る
伊
豆
箱
根
さ
ん
と
は
話
を
し
て

ま
す
が
具
体
的
に
言
え
る
段
階
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
づ
れ
に
せ
よ
伊
豆
長
岡
駅
周

辺
は
、
再
開
発
の
構
想
を
持
た
な

い
と
駄
目
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

有
料
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
導
入

青
色
回
転
灯

防
犯
バ
ト
ロ
‥
ル
車
を

伊
藤
泰
伊

財
政
事
情
の
厳
し
い
今
、

従
来
の
歳
出
削
減

一
辺
倒

か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
自
治
体

が
自
ら
稼
ぐ
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
を
新

た
な
財
源
に
取
り
入
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

今

日

の
財

政

状

況

を
考

慮

す

れ
ば

、

歳

出

に

お

け

る

経
費
の
節
減
と
と
も
に
、
有
料
広

告
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
新

た
な
歳
入
の
確
保
策
で
あ
る
と
認

識
し
、
本
年
二
月
に
策
定
し
た
伊

豆
の
国
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び

行
動
計
画
の
中
に
も
位
置
づ
け
ら

れ
、
広
告
掲
載
に
当
た
っ
て
の
基

準
の
作
成
な
ど
、
市
が
発
行
す
る

媒
体
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
点
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

青
色
回
転
灯

防
犯
パ
ト
ロ
…
ル
車
導
入
を

Ａ
塀
・
『
“
珈
嘲
い
向
導
嘲
』
は

な
子
供
た
ち
へ
の
犯
罪
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
地
域
の
安
心
安
全
を

目
指
し
、
青
色
回
転
灯
を
装
着
し

た
バ
ト
カ
ー
仕
様
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
車
を
導
入
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

―
卜
で
観
光
客
か
ら
も

「寂
し
す

ぎ
る
」
と
指
摘
も
あ
り
、　
　
ｄ
軍

昔
と
比
べ
活
気
が
な

い
。
大
き
な
要
因
と
し

て
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

数
台
分
し
か
な
く
、
車

社
会
の
今
日
、
市
民
が

伊
豆
長
岡
駅
を
利
用
し

た
活
動
が
出
来
な
い
現

状
で
す
。

駅
前
の
ロ
ー
タ
リ

ー
、
独
身
寮
、
奥
の
製

材
屋
さ
ん
く
ら
い
を
ゾ

ー
ン
と
考
え
、
合
併
特

例
債
事
業
と
し
て
、
駐

車
場
も
あ
り
景
観
も
よ

い
活
性
化
策
を
検
討
し

て
頂
け
ま
せ
ん
か
。

当局の者え方をただしました。

証 ・
  ヽ

…
 =Ⅲ 軒 Ⅲ

…
!

市
は
合
併
時

に
策
定
し
た

伊豆長岡駅前ロータリー



0鷹 診国市議豊だより助.イ

一般質問は12名 が行い、

八
月
か
ら
稼

働
で
き
る
よ

う
に
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
フ」
の
車
両
は
、

犯
罪
の
抑
制
ば
か
り
で

な
く
、
交
通
安
全
の
啓

発
や
災
害
時
に
お
け
る

パ
ト
ロ
ー
ル
用
と
し
て

も
利
用
で
き
る
よ
う
、

放
送
設
備
を
装
備
し
、

外
観
は
白
黒
の
ツ
ー
ト

ン
カ
ラ
ー
と
い
た
し
ま

し
た
。

教
育
部
の
あ
や
め
会
館
ヘ

の
移
動
に
反
対
で
す

山
下
孝
志

市
財
政
が
厳
し
い
と
発
言

し
て
い
る
今
、
改
修
費
が

一
、
五
五
〇
万
円
、
月
額
七
〇
万

円
、
年
間
八
四
〇
万
円
の
施
設
借

上
料
を
含
む
維
持
管
理
費

一
、
二

〇
〇
万
円
で
、
伊
豆
長
岡
温
泉
旅

館
協
同
組
合
会
館
を
借
り
、
伊
豆

長
岡
庁
舎
別
館
と
し
て
観
光
産
業

部

・
都
市
整
備
部
を
配
置
し
、
韮

山
支
所
内
の
教
育
部
を
あ
や
め
会

館

へ
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
市
民

の
視
点
が
欠
け
た
拙
速
な
改
革
と

考
え
る
。
以
下
四
点
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

①
　
機
構
改
革
の
視
点
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

②
　
対
等
合
併
の
理
念
は
生
き
て

い
る
の
か
。

③
　
公
共
施
設
の
有
効
利
用
は
出

来
て
い
る
の
か
。

④
　
な
ぜ
教
育
部
な
の
か
。

Ａ口）̈
政［』̈
］輸新

会
か
ら
の
答
申
に
も
、
行
政
の

効
率
化
を
目
指
す
た
め
、
本
庁

機
能
の
集
約
化

。
支
所
機
能
の

見
直
し
に
つ
い
て
提
言
さ
れ
て

お
り
、
市
の
方
向
性
と
合
致
し

て
い
る
と
考
え
る
。

②
　
一二
町
の
特
色
を
生
か
し
つ

つ
、
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を

目
指
す
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

庁
舎
に
お
け
る
職
員
数
の
配
置

に
隔
た
り
が
出
た
こ
と
を
も
っ

て
、
対
等
合
併
の
理
念
が
失
わ
れ

た
と
い
う
考
え
は
当
た
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

③
　
施
設
の
機
能
を
最
大
限
に
活

用
す
る
と
捉
え
る
な
ら
、　
一
部
に

お
い
て
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

④
　
教
育
部
の
あ
や
め
会
館
へ
の

移
動
は
、
施
設
の
維
持
管
理
を
行

い
な
が
ら
、
生
涯
学
習
事
業
の
展

開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
効
率
性

を
高
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
寄
与
す
る
も
の
と
判
断
し
て
い

る
。

青色回転灯パ トロール車

庁舎別館
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田
中
山
分
校
は

父
母
の
意
思
に
応
え

存
続
を

三

好

陽

子

昭
和
三
二
年
開
校
以
来
、

五
九
年
間
に
亘
り
、
学
校

教
育
の
場
、
田
中
山
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
児
童
数
は
、

六
年
生

一
人
、
五
年
生
五
人
と
な

り
、
分
校
存
続
に
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
。
在
籍
の
児
童

。
父
母
と

共
に
、
引
き
続
き
分
校
に
通
う
こ

と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
父
母
ら

の
意
思
を
尊
重
し
、
分
校
を
存
続

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
Ｕ
）
』
毎
講
師
］
め
け
れ
に
け

立
し
が
た
い
。
今
後
、
分
校
や
子

ど
も
の
事
を
思
う
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
も
、

子
ど
も
に
と
っ
て
ど
う
い
う
教
育

状
況
が
良
い
の
か
を
決
め
た
い
。

大
仁
商
店
街

・
ア
ピ
タ
前
道
路

歩
行
者
の
安
全
対
策
を

大
仁
商
店
街
は
、
五

月
に
死
亡
事
故
が
発

生
す
る
等
非
常
に
危
険
で
す
。

六
月
七
日
、
朝
七
時
か
ら
夕
方

七
時
ま
で
の
交
通
量
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
南
北
両
方
向
合

計

一
万
七
二
六
台
で
、
国
道

一

三
六
号
線

（約

一
万
五
千
台
）

と
の
比
較
で
も
、
交
通
量
の
多

い
事
が
明
ら
か
で
す
。

ま
た
、
ア
ピ
タ
出
店
以
後
、

交
通
量
の
増
え
た
東
静
電
気
か

ら
神
島
橋
に
む
か
う
道
路
も
危

険
で
す
。

両
箇
所
の
歩
行
者
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

０

恣

一
バ

襲

論

鈍

麻

議
し
、
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

旧
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド

跡
地
問
題
に
つ
い
て

萩
原
員
琴

総
合
運
動
公
園
整
備
計
画

用
地

（仮
称
）
と
し
て
、

私
有
地
の
取
得
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
跡
地
利
用
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
Ｕ
・
幸
拳
¨
『
嘲
「
『
畔
彙
疇

計
画
用
地
と
し
て
取
得
す
る
わ
け

で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ａ∪・　駐］嘲嗜はいわ暉』華

り
ま
す
が
、
所
有
権
は
ど
の
様
に

な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
土
地

を
伊
豆
の
国
市
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
か
。

Ｏ

Ｔ

螂
確

に
配
¨
轟

土
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公

共
的
利
用
目
的
で
あ
れ
ば
、
使
用

賃
貸
借
契
約
等
に
よ
り
市
の
利
用

は
可
能
で
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｕ
・
『
剌
『
御
囀
躊
い
時
¨
¨

環
境
防
犯
、
衛
生
面
の
整
備
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
ま
す
か
。

ｏ

眸

誂

荼

実
施
し
て
い
ま
す
。
防
犯
に
つ
き

ま
し
て
は
、
敷
地
や
建
物
に
侵
入

で
き
な
い
よ
う
に
防
護
柵
等
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

ｎ
Ｕ
一　

つ 今
嘩
一
珈
渕
『

・ 用
岬
申
」

地
主
組
合
及
び
植
林
組
合
の
皆
様

方
と
の
話
合
い
相
談
等
は
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

Ａ
Ｕ
・
刹
御
「
州
¨
［
『
い
は
ほ

し
て
き
た
段
階
で
多
数
の
問
題
が

発
生
し
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
周
辺
の
関
係
す
る
方
々
と

の
話
し
合
い
相
談
等
を
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

田中山分校

旧スポーツワール ド
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市
の
発
展
は
波
及
効
果

絶
大
の
企
業
誘
致
で

古
屋
鋭
治

市
発
展
の
た
め
財
政
対
策

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

法
人
税
収
の
推
移
は
ど
う
か
。
企

業
誘
致
は
税
収
増
が
見
込
め
、
波

及
効
果
も
大
き
く
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
。

④

畷

駐

ｈ

証

酬

ピ
ー
ク
時
の
五
三

。
二
％
で
四
億

三
千
八
百
万
円
減
収
見
込
み
。

企
業
誘
致
は
固
定
資
産

税
や
法
人
税
の
収
入
、
地

元
雇
用
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
上
か
ら
大
変
有
効

で
あ
り
、
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
工
場
適
地
が
見

つ
か
り
首
都
圏
か
ら
優
良

企
業
の
立
地
希
望
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
た
い
。

田
京
駅
前
交
差
点
改
良
は

利
用
者
の
悲
願

ハ
∪
・　
動
時
回
呻
「
い
」
押
割
は

で
道
路
幅
狭
く
大
変
危
険
で
あ
る
。

旧
大
仁
町
議
会
で
改
善
要
望
を
三

回
行
い
、
「新
市
に
引
き
継
ぐ
」
と

の
回
答
を
得
た
。
新
市
と
し
て
の

取
組
み
状
況
は
。

０

軒
れ
華

『

旦辟

便
局
前
の
ク
ラ
ン
ク
の
解
消
と

旧
下
田
街
道
南
進
の
右
折
レ
ー
ン

設
置
等
を
実
現
し
た
い
。
尚
、
交

差
点
改
良
等
の
市
の
考
え
を
伊
豆

箱
根
鉄
道
、
田
京
郵
便
局
に
話
し

た
い
。
田
京
駅
に
は
踏
み
切
り
の

改
良
、
西
側
の
乗
降
口
設
置
等
も

含
め
お
願
い
を
し
た
い
。
伊
豆
箱

根
が
前
向
き
な
ら
用
地
等
の
問
題

も
絡
ん
で
く
る
。
こ
う
し
た
問
題

は
調
査
測
量
の
後
、
概
略
設
計
等

も
し
な
が
ら
話
を
進
め
た
い
。

合
併
に
伴
い

市
有
財
産
の
公
開
と

そ
の
利
活
用
に
つ
い
て

鳥
居
松
彦

六
月
議
会
に
お
い
て
合
併

に
伴
う
市
有
財
産
の
利
活

用
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
す
。
主

に
新
市
ま
ち
づ
く
り
の

「総
合
計

画
」
や

「行
財
政
改
革
」
が
市
民

参
加
で
検
討
中
で
す
。
そ
こ
で
、

現
在
伊
豆
の
国
市
が
所
有
し
て
い

る
全
て
の
財
産
を
市
民
に
公
開
し
、

市
民
が
認
知
す
べ
き
で
あ
る
と
の

.:1.輪
‖

囀
:手
i嘲

立
場
で
質
問
を
し
ま
す
。
中
で
も

市
有
地
の
利
用
計
画
の
な
い
土
地

建
物
の
売
却
処
分
を
含
め
、
積
極

的
に
利
活
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
ま
す
。
各
区
や
諸
団
体

等
が
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
情
報

と
し
て
地
図
等
で
示
す
こ
と
を
市

長
に
求
め
ま
す
。

今
年
度
、
市
有
地
の
財
産

台
帳
の
整
備
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
そ
こ
で
全
て
の
市
有

財
産
の
位
置
等
を
示
す
図
面
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
計
画
の
な

い
市
有
地
等
に
つ
い
て
は
、
売
却

な
ど
処
分
を
含
め
、
積
極
的
な
利

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

1l F濡

11覇

]覇

撃   言

軍
:1

田京駅前交差点

市所有の旧日通寮
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合
併
支
援
道
路
の
整
備
計
画

と
大
観
宮
跡
地
に
つ
い
て

松
下
善
洋

県
の
合
併
支
援
道
路

（県

道
韮
山
伊
豆
長
岡
修
善
寺

線
、
古
奈
交
差
点
か
ら
長
岡
は
な

ぶ
さ
交
差
点
ま
で
の
間
）
が
計
画

さ
れ
、　
一
部
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
源
氏
山
斜
面
の
危
険
な

大
木
や
景
観
を
損
ね
て
い
る
ク
ズ

葉
な
ど
の
除
去
も
合

わ
せ
整
備
す
る
計
画

で
し
ょ
う
か
。

０

」

デ

畔

区
の
観
光
振
興
、
ま

た
沿
線
住
民
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ

と
な
ど
で
あ
り
、
事

業
の
採
択
を
受
け
て

の
県
道
整
備
事
業
で

あ
り
ま
す
。
車
道
確

保
と
合
わ
せ
て
歩
道

を
設
置
す
る
中
で
、

歩
行
者
や
通
行
車
両

の
安
全
確
保
、
景
観

に
も
配
慮
し
た
道
路
整
備
を
静
岡

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

け
賭
巫
猾
螂
面の

ＡＵ）罐鰤̈
崇鉤」〔け諏昨

対応します。

ＡＵ）いはいに時拳̈
は鞠璃

に
検
討
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
土
地
は
源
氏
山
公
園

を
背
に
、
合
併
支
援
道
路

に
面
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
附
近
は
、
暗
い
感
じ
が
し
ま

す
の
で
街
路
灯
、
道
路
灯
等
の
整

備
を
考
え
て
お
り
、
明
る
い
感
じ

に
直
し
て
行
き
た
い
と
基
本
的
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

工
事
予
定
価
格
の
事
前
公

表
、　
一
般
競
争
入
札
導
入

で
公
平
な
入
札
を田

中

正

男

公
共
事
業
の
発
注
に
つ
い

て
は
、
競
争
性
、
透
明
性

が
確
保
さ
れ
た
入
札
に
よ
っ
て
落

札
率
の
低
減
を
図
り
、
適
正
な
金

額
で
発
注
さ
れ
る
事
が
大
事
で
あ

る
。

①
昨
年
度
の
工
事
入
札
の
平
均
落

札
率
（予
定
価
格
に
対
す
る
落
札
価

格
の
率
の
平
均
）は
ど
の
く
ら
い
か
。

②
予
定
価
格
を
め
ぐ
る
不
正
防
止

策
と
し
て
予
定
価

格

の
事
前
公
表

と
、
談
合
防
止
策

江̈
１

と
し
て
指
名
競
争

入
札
で
な
く

一
般

競
争
入
札
を
導
入

し
て
改
善
を
は
か

る
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
）
　
い

ヽ 一
『
嚇

落
札
率
九
五

・
八

六
％
。

②
予
定
価
格
の
事

前
公
表
は
談
合
が

容
易
に
な
り
、
適

正
試
算
を
せ
ず
に

落
札
す
る
懸
念
が

あ
る
。　
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

は
、
大
規
模
事
業
に
つ
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

大
仙
地
区
で
の
寺
院
建
設
計
画
は

地
元
住
民
の
意
思
尊
重
を

①
寺
と
し
て
の
実
体
の
な

い
状
態
で
寺
院
建
設
は
可

大観宮跡地 (古奈)

能
か
。

②
市
の
土
地
利
用
委
員
会
に
諮
ら

な
い
の
か
。

②

製

輌

霰

新
裾

②
正
式
な
申
請
の
時
、
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
事
業
で
あ
れ
ば
協

議
対
象
に
な
る
。

亀 い '

寺院建設計画予定地 (韮山の大仙)
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ま
あ
‥
だ
だ
よ
！後

藤
員

一

大
仁
中
学
校
校
舎
建
設
事

業
の
進
み
具
合
は
。

旧
大
仁
町
の
時
か
ら
の
懸

案
事
項
で
あ
る
。

今
年
度
、
大
仁
中
学
校
改
築
基

本
計
画
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

基
本
計
画
を
作
成
す
る
。
教
師

・

生
徒
及
び
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
予
定
。
校
舎
建
設

の
場
所
と
安
全
性
や
、
市
営
住
宅

跡
地
利
用
等
も
含
め
て
、
検
討
委

員
会
で
検
討
す
る
。に

ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー

設
計
委
託
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
選
定
す
る
た
め
、
改
築
設

計
選
定
委
員
会
を
設
置
し
公
募
す

る
。
今
後
は
、　
一
九
年
実
施
設
計

測
量

・
地
質
調
査
。
二
〇
年
校
舎

管
理

・
建
設
準
備
。
三
二
年
完
成
。

二
三
年
度
新
校
舎
使
用
開
始
予
定
。

◎

翡

襄

施
策
と
地
竪

ぬ
∪
　
刹
回
は
確
置
¨

一
ヵ
所
と
し
、
大
仁
支

所
健
康
福
祉
部
内
に
設

置
。
法
改
正
の
主
眼
は

自
立
支
援
に
あ
る
。
変

更
部
分
は
、
説
明
を
し

て
理
解
を
得
て
い
る
。

介
護
状
態
抑
制
の
た

め
の
介
護
予
防
事
業
が

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
市

は
、
全
高
齢
者
を
把
握

し
て
、
九
教
室
で
事
業

展
開
を
し
て
い
る
。
自

主
活
動
拡
大
の
た
め
社

会
教
育

。
社
会
体
育
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
が
、
地
域
の
方
々
の

協
力
や
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。

二
年
の
経
過
措
置
を
見
て
、
総
合

計
画
の
中
で
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

県
道

韮
山
伊
豆
長
岡
修
善
寺
線

通
学
路
改
良
に
つ
い
て

水
口
成
男

ＡＳ・　摩噸聟「いれ『刺中議

路整備要望に対する対応は。

金
∪
・　
摯
「
れ
章
”
澱
醸
い
『
梓

事
務
所
に
、
暫
定
的
で
あ
れ
、
整

備
の
実
施
を
強
く
要
望
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「地
区
環
境
美
化
の
日
」

「三
世
代
ク
リ
ー
ン
活
動
」
に
つ
い
て

活
動
回
数
を
昨
年
よ
り
削

除
し
た
理
由
は
。

平
成
十
七
年
度
に
伊
豆
の

国
市
青
少
年
育
成
会
の
組

織
編
成
が
お
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

地
区
育
成
会
の
年
間
行
事
や
活
動

計
画
を
決
め
る
際
の
周
知
が
図
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
長
岡
地

区
育
成
会
は
八
月
の
み
の
ク
リ
ー

ン
活
動
を
し
ま
し
た
が
、
再
度
話

し
合
い
を
持
ち
、
前
年
同
様
年
二

回
実
施
す
る
。

森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て

Ａ
顆
・　
枠
一
確
¨

「
ら

藉

林

（も
り
）
づ
く
り
県
民

税
条
例
」
に
伴
う
伊
豆
の

国
市

「森
林
整
備
計
画
」

の
内
容
は
。

Ａ
Ｕ
・
れ
噺
［
『
け
¨

地
域
森
林
計
画
に
記
述
の

ｉ

　

‥

な
い
環
境
伐
や
整
理
伐
に

つ
い
て
、
整
理
対
象
地
域

の
基
準
及
び
環
境
に
関
す

る
事
項
を
追
加
し
た
こ
と

か
ら
、
整
備
計
画
を
変
更

す
る
よ
う
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
森
林
区
域
を
追
加
し

た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
森
林
整
備
計
画
の
変

更
に
伴
い
、　
一
昨
年
の
台
風
に
よ

り
被
害
の
あ
っ
た
風
倒
木
処
理
を

中
心
と
し
た
荒
廃
森
林
の
整
備
を
、

関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

0颯

大仁中学校

通学風景



鷹,国市議豊だより肋.イ①

市
の
発
注
方
針
に
つ
い
て

安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま

ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て

土
屋
源
由

市
の
発
注
は
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ル
か
。
ま
た
、
指
名

願
い
と
発
注
の
関
係
は
ど
う
か
。

地
元
業
者
や
商
店
に
は
仕
事
が
来

な
い
と
耳
に
す
る
が
ど
う
な
の
か
。

Ａ
甲
）
櫂
［
嘲
『
議
は
な
］
磁
雌

意
契
約
、
入
札
の
事
務
手
順
を
定

め
、
職
員
に
は
説
明
会
等
で
周
知

を
図
っ
て
い
ま
す
。
指
名
願
い
を

提
出
し
て
い
る
業
者
は
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
さ
れ
て
お
り
、
各
課
で
業

種
別
に
確
認
が
で
き
、
小
さ
な
案

件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
か
ら
業

者
を
探
し
選
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
随
意
契
約
に
よ
る
十
万
円
以

上
の
物
品
購
入
、
五
十
万
円
以
上

の
請
負
契
約
、
修
繕
、
委
託
等
の

契
約
は
、
管
財
課
で
確
認
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
元
業
者
に
も
公

平
を
期
し
て
広
く
参
加
の
場
を
作

り
た
い
と
考
え
ま
す
。
基
本
的
に

０

魂

綽

切

饉

輔

安
心
の
根
拠
は
ど
こ
で
判
断
す
る

の
か
。
環
境

・
観
光
に
関
す
る
事

業
と
し
て
何
を
す
る
の
か
。

Ａ
Ｕ
・
畿
蒔
は
「
一
け
】
マ
な
つ

ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の

関
連
か
ら
魅
力
的
な
目
玉
で
あ
り
、

安
全
を
ク
リ
ア
し
た
農
産
物
が
市

内
で
栽
培
さ
れ
、
こ
れ
を
使
っ
た

体
に
良
い
料
理
も
事
業
の
目
玉
と

考
え
ま
す
。
安
全
、
安
心
の
根
拠

と
し
て
農
産
物
で
は
、
作
物
生
産

の
栽
培
履
歴
が
重
要
と
な
り
、
そ

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
確
立
に
取
組

み
ま
す
。
全
国
に
先
駆
け
特
化
し

た
高
品
質
な
作
物
の
産
地
化
を
目

指
す
場
合
は
、
独
自
の
基
準
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

環
境
と
し
て
は
、
高
品
質
の
堆
肥

作
り
の
研
究
を
目
的
に
試
験
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
、
観
光
振
興

の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
九
月
に
は

補
正
予
算
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

注 1

注 2

指名競争入札

競争参カロ者を予め選んで、入札の方法によつて競争させ、最も有利な条件を示した者と契約する方式。

―般競争入札

できるかざり多くのものを競争させる方式をとり、契約の機会均等の保障、契約の公正性 。経済性

の維持を図る上で、自治法で原則とされている。国 。県 。市町村では、手続きの煩雑さ、経費増を

きたす理由から他の例外方式が多い。

プロポーザル方式

申し込み 。提案 ・計画の意。大仁中学校校舎改築事業では、設計者をプロポーザル方式で選定する。

公募に応じた設計者から選定された設計者は、検討委員会に参加され、基本計画決定に参画すると

している。

注 3

注4 環境伐

広葉樹の自然発生を促すために、全体の40%程 度を

間伐 (切りとること)す ること。

注5 整理伐

森林の健全化や木の種類を変えるために、本を部分的

に抜きとつたり、全部を切りとること。

注6 随意契約

競争または入札の方法によらず相手方を選択し、随意にそれと結ぶ契約。国または地方公共団体の

契約では、特別の場合に限られている。随意とは、東縛や制限を受けないこと。心のままの意。

反意語 競争契約
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口 ,

6月 定例会で 4常 任委員会に付託された議案の審査内容と、閉会

中の事務調査についての報告です。
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総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
所

管
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も

の
は
、
四
月

一
日
の
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
補
正
で
す
。

固

企
画
費
の

「安
全
、
安
心
、
健

康
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
事
業
」

と
は
、
な
ん
で
す
か
。

日

「安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち

づ
く
り
構
想
」
を
推
進
す
る
た
め
、

官
民

一
体
と
な
っ
た
推
進
組
織

「安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
中
で
推
進
力
と
な
る
部
門
、
環

境
、
農
業
、
観
光
の
推
進
委
員
会

も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

構
想
の
実
現
計
画
策
定
の
た
め

の
予
算
で
す
。
計
画
策
定
に
は
、

専
門
の
知
識
が
必
要
な
た
め
外

部
委
託
で
行
い
ま
す
。

問
］
区
長
報
償
費
を
、
地
区
委

員
報
酬
に
し
た
理
由
は
な
ん
で

す
か
。

因
］
区
長
は
、
市
が
委
嘱
し
た
も
の

で
な
い
た
め
、
地
区
委
員
設
置
規

則
を
制
定
し
、
区
長
を
地
区
委
員

と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
報
酬
に
予
算
を
組
替
え
ま

し
た
。

蘭
］
交
通
安
全
対
策
事
業
費
委
託
金

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

四
］
県
か
ら
の
委
託
事
業
で
、
交
通

事
故
の
発
生
件
数
が
県
内
の
ワ
ー

ス
ト
十
三
位
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

重
点
市
町
の
選
定
を
受
け
、
交
通

安
全
対
策
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

旧
伊
豆
長
岡
各
地
区
で
交
通
安
全

事
業
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も

の
と
す
る
こ
と
に
全
員
賛
成
い
た

し
ま
し
た
。

福
祉
環
境
委
員
会

本
委
員
会
の
、
閉
会
中
に
於
け

る
事
務
調
査
報
告
を
致
し
ま
す
。

ご
み
処
理
方
式
勉
強
会

伊
豆
の
国
市
、
伊
豆
市
の
二
市

で
進
め
る
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設

に
係
わ
る
、
候
補
地
選
定
業
務
委

託
の
経
過
と
し
て
、
二
市
で
四
箇

所
の
候
補
地
を
選
定
し
、
最
終
的

に

一
か
所
に
絞
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
広
域
廃
棄
物
処

理
施
設
に
係
わ
る
、
処
理
方
式
の

勉
強
会
を
開
催
。

。
キ
ル
ン
式
ガ
ス
化
溶
融
炉
方
式

・
ス
ト
ー
カ
ー
炉
十
灰
溶
融
炉
方
式

・
シ
ャ
フ
ト
式
直
接
溶
融
炉
方
式

の
三
方
式
に
つ
い
て
各
メ
ー
カ
ー

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

廃
棄
物
等
の
現
地
調
査

市
内
廃
棄
物
等
の
現
状
調
査
を

実
施。

大
仁
浮
橋
地
区
の
不
適
切
産

廃
処
理
場
所

。
韮
山
地
区
高
原
の
廃
プ
ラ
等

野
積
み
箇
所

・
韮
山
地
区
高
原
の
ペ
ッ
ト
霊

園
計
画
地
の
調
査

現
地
調
査
終
了
後
、
韮
山
支
所

で
調
査
結
果
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
当
局
側
に
廃
棄
物
処
理

施
設
地
の
早
期
決
定
と
、
問
題
あ

る
産
業
廃
棄
物
処
理
は
、
保
健
所

と
連
絡
を
と
り
、
対
応
し
て
欲
し

い
と
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

国
か
ら
補
助
を
受
け
、
県
が
順

天
堂
病
院
に
委
託
す
る
事
業
で
、

現
在
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

中
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
報
告
が
あ

り
、
六
月
完
成
、
八
月
頃
運
行
と

の
報
告
を
う
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
地
元
か
ら
求
め
ら

れ
た
ら
、
説
明
会
を
開
催
し
て
欲

し
い
旨
、
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

交通安全街頭広報

廃プラスチックの視察 (高原)
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一　
．観
光
建
設
委
員
会

補
正
予
算
は

四
月
の
機
構
改
革
に
よ
る
職
員

の
異
動
に
よ
り
、
人
件
費
の
増
減

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
支
所
の
都
市
整
備
課
が
無
く

な
っ
た
為
、
都
市
整
備
部
と
し
て

三
名
づ
つ
支
所
に
配
置
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

中
国
野
菜
栽
培
は

中
国
野
菜
栽
培
研
究
事
業
で
は
、

技
術
者
の
招
聘
や
土
壌
分
析
、
試

験
圃
場
の
管
理
委
託
が
増
え
、
技

術
者
の
滞
在
期
間
の
短
縮
に
よ
る

減
額
等
で
、
合
計
は
三
百
四
十
万

円
に
な
る
。
技
術
者
は
何
人
で
い

つ
か
と
の
間
に
、
二
名
で
種
が
来

て
か
ら
技
術
者
を
招
く
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

下
駄
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

地
域
観
光
推
進
事
業
で
は
、
観

光
協
会
が
実
施
す
る
事
業
の
補
正

で
、
歴
史
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
補

助
金
は
実
施
時
期
の
遅
れ
で
減
額
。

下
駄
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
事
業
の
見

直
し
に
よ
り
減
額
し
、
ド
駄
ダ
ン

ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
同
額
の
補
正
。

し
か
し
、
委
員
よ
り
補
助
金
は
既

得
権
で
は
な
く
、
個
々
の
事
業
に

対
す
る
補
助
と
の
認
識
を
周
知
す

る
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

新
規
事
業
と
し
て
バ
ン
租
の
パ
ン

祭
補
助
金
を
増
額
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
県
の
ブ
ラ
ン
ド
創
生

事
業
と
の
係
わ
り
は
と
の
間
に
、

パ
ン
づ
く
り
の
メ
ッ
カ
と
し
て
、

観
光
や
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

下
水
路
整
備
事
業

旭
台
都
市
下
水
路
整
備
事
業
で

は
、
減
額
さ
れ
た
事
業
費
分
は
来

年
度
に
事
業
を
行
い
、
予
定
に
変

更
な
く
完
了
す
る
。
同
額
を
小
坂

南
部
都
市
下
水
路
事
業
に
測
量
設

計
委
託
料
と
し
て
追
加
し
、
県
補

助
事
業
と
し
て
実
施
す
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
何
年
度
ま
で
の
事

業
か
と
の
間
に
、
長
岡
川
、
小
坂

北
部
、
小
坂
南
部
と
事
業
が
重
な

る
為
、
平
成
二
十
四
年
度
に
終
了

し
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
以

上
で
審
査
を
終
え
、
全
員
が
可
決

す
べ
き
と
の
結
論
を
得
た
。

文
教
委
員
会

長
岡
温
水
プ
ー
ル
に指

定
管
理
者
制
度

固

運
営
の
基
本
方
針
は
。

因
］
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
民
間
事
業
者
が
管
理
運
営
で
き
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
利

用
促
進
に
努
め
、
事
業
を
展
開
し

て
い
く
。

固

公
募
の
理
由
は
。

目

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
企
画
力

を
取
り
入
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
魅
力
あ
る
運
営
を
期
待
す
る
。

蘭
］
公
募
の
時
期
は
。

四
］
八
月
に
広
報
掲
載
。
九
月
に
公

募
。
十
月
に
申
請
受
付
け
、
審
査
。

固

事
故
賠
堕
貝
任
に
つ
い
て
は
。

因
］
施
設
自
体
の
欠
陥
と
業
者
が
行

っ
た
施
設
管
理

・
運
営
の
不
備
と

の
二
通
り
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
、

損
害
賠
償
の
義
務
が
生
じ
る
が
、

そ
の
都
度
、
協
議
し
て
い
く
。

補
正
予
算

固

補
喜
了
算
、
二
重
ハ
百
万
円
の

増
額
は
。

囚
］
機
構
改
革
に
よ
り
、
四
月
の
人

事
異
動
で
生
じ
た
人
件
費
の
増
減

と
、
大
仁
中
学
校
校
舎
建
設
事
業

の
補
正
で
あ
る
。

蘭
］
現
在
の
教
育
部
職
員
数
は
。

日

正
讐
貝
、
非
常
勤
讐
貝
交
面
め

て
、
三
二
一
名
の
予
定
で
い
た
が
、

現
在
〓
＾
一
五
名
で
、
非
常
勤
の
追

加
募
集
を
し
て
い
る
。

問
］
大
仁
中
学
校
校
舎
建
替
え
の
基

本
構
想
は
。

目

検
討
香
員
会
、
選
定
香
貝
△ムで

検
討
し
て
い
く
。

闇
］
建
設
場
所
、
配
置
、
プ
ー
ル
等

の
有
無
に
つ
い
て
は
。

四
］
現
在
地
を
主
に
考
え
て
い
る

が
、
今
後
検
討
委
員
会
が
主
に
な

り
、
検
討
を
し
て
い
く
等
々
の
回

答
が
有
り
、
委
員
会
付
託
の
案
件

は
、
全
員

の

一
致
で

可
決
さ
れ
　
ヽ

る
べ
き
も

の
と
し
て

承
認
さ
れ

ま
し
た
。

編
集
後
記

市
政
は
、
市
民
の
た
め
に

あ
り
、
税
に
よ
る
予
算
で
運

営
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
市
民

が
受
け
取
る
。

一
歩
進
め
て
、
予
算
の
限

ら
れ
た

一
部
を
市
民
の
事
業

計
画
で
運
営
さ
れ
る
仕
組
み

が
あ

っ
て
も
よ
さ
そ
う
だ
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
た
め
の
条
件

設
定
や
審
査
会
も
設
置
す
る
。

『
市
民
の
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
政
治
』
の
具

現
化
で
あ
る
。
市
と
の
協
働

の
可
能
性
や
市
民
の
ア
イ
デ

ィ
ア
活
用
と
自
治
意
識
高
揚

を
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

議

会

だ
よ

り

特

別
委

員
会

古
屋
　
鋭
治

菊
池
　
俊
彦

伊
藤
　
泰
伊

大
沢
　
秀
光

後
藤
　
い県
一

田
中
　
正
男

三
好
　
陽
子

柳
沢
　
秀
次

委 副 委

〃 〃 〃 〃
 賛

員

員 長 長


